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開催日 議題ほか 決定事項ほか

第１回 H24.7.24 検討の進め方
■次のとおり決定
・事務局作成資料を基に、意見や修正を加える方法で検討を進め、基本構想案、基本計画案を市長に提出する。
・Ｈ24年12月までの4回の会議で基本構想案を、以後Ｈ25年12月までの5回の会議で基本計画案を作成する。（進捗状況に応じて変更する。）

検討の進め方

■市民参画の進め方について、市の方針を確認
・アンケート（10/1～10/19実施。10/1号市広報で折込配布）
・パブコメ（基本構想素案、基本計画素案の2回実施）
・出前トーク（随時対応）
・シンポジウム（基本構想策定後開催）
・会議内容公開（ホームページで公開、重要な事項は市広報にも掲載）
■市のアンケート実施に伴い、会議の開催スケジュールを次のとおり変更することに決定
Ｈ24年度中6回の会議で基本構想案を、Ｈ25年度中4回の会議で基本計画案を作成する。

現状と課題 ■本庁機能を有する部門が配置されている庁舎の現状及びそれぞれの庁舎が抱えている課題があることを確認

庁舎整備の必要性 ■庁舎整備の必要性を認め、市民の理解を得ながら検討を進めていくことに決定

上位計画・関連計画との関連 ■市の上位計画・関連計画における庁舎の位置づけを確認
庁舎整備の理念 ■「周南の未来を守る安心安全庁舎」とする案を基に検討したが、庁舎整備を前向きに捉える視点も含め表現する方向で、次回引き続き検討することに決定

庁舎のあり方
■６つの理想像を決定
①全ての人にわかりやすく、利用しやすい、人にやさしい庁舎　②「安心・安全」の拠点として市民の暮らしを守る庁舎　③市民協働の拠点として親しみやす
い庁舎　④賑わいや回遊をつなげる、まちに活気を与える庁舎　⑤行政サービスを機能的・効率的に提供できる庁舎　⑥地球環境にやさしい環境配慮型庁舎

庁舎整備の手法 ■コスト及び機能の観点から、「全面建替え」が最も優れていることを確認

庁舎整備の理念
■市民の安心安全を確保するための災害対策拠点であることはもちろんのこと、交流や憩いの場として市民が気軽に集い、活動できるような、長く親しまれる
庁舎としていくことを目指し、『「安心」と「つながり」のまちづくり拠点』とすることに決定

市民アンケート結果 ■市が実施した市民アンケートの結果を確認

庁舎の場所 ■庁舎整備の場所を現本庁舎敷地にすることを決定

庁舎の規模 ■新庁舎配置職員数を約700人と想定して庁舎の延床面積を20,000㎡とする案を基に検討したが、次回引き続き検討することに決定

事業の進め方

■公共事業方式で実施することを確認
■延床面積20,000㎡の場合の概算事業費が約94億円となることを確認
■合併特例債の活用、基金積立を踏まえた財源の試算を確認
■Ｈ25年度までに基本構想・基本計画を策定、Ｈ26年度に基本設計、Ｈ27年度に実施設計、Ｈ28年度から工事、Ｈ30年度に完成するスケジュールを確認

先進地視察報告 ■岩国市視察（Ｈ24.11.26）の報告

庁舎の規模 ■新庁舎配置職員数を約700人と想定して庁舎の延床面積を20,000㎡とし、基本計画で精査することに決定

基本構想（素案） ■これまでの検討をまとめ「基本構想（素案）」を作成

執務環境等調査結果 ■市が実施した「執務環境等調査業務」の結果を確認

パブコメの結果 ■パブコメの結果を確認

基本構想（案） ■パブコメの結果を踏まえ、基本構想（案）を作成。Ｈ25.3.21に市長に提出することに決定

検討の進め方 ■Ｈ25年度は、5回の会議で基本計画案を作成することを確認

配置計画 ■４つの配置案を基に意見交換。引き続き検討することに決定

駐車場 ■必要区画数を300台分（来庁者170台、公用車130台）とすることに決定

先進地視察報告 ■東広島市視察（Ｈ25.7.4）及び出雲市視察（Ｈ25.7.5）の報告

配置計画
■前回から１案追加した５つの配置案を基に検討し、配置条件を決定
・仮設庁舎はできるだけつくらない。
・周辺に日影の影響がでないようにする。

導入機能 ■今後検討すべき項目を確認。カフェ・レストランについては目的を明確にした上で導入する方向で検討することに決定

庁舎の規模

配置計画

建替計画

事業手法及び設計者選定方法

第１０回 Ｈ25.10上旬 基本計画（素案）

パブコメの結果

基本計画（案）

庁舎建設検討市民委員会　開催経緯

第８回 H25.7.29

第９回 H25.9.9

第１１回 Ｈ25.12下旬

第５回 H24.12.3

第６回 H25.3.4

第７回 H25.5.27

第２回 H24.9.3

第３回 H24.10.1

第４回 H24.11.12
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8,217.60㎡ 5,181.35㎡



執務スペース
会議・応接室

スペース
面接・相談
スペース

倉庫・書庫
スペース

福利厚生
スペース

議会関係
スペース

市民利用
スペース

②廊下階段ＥＬＶ機
械室トイレ等の

スペース

③廊下などを必要
としない倉庫等の

スペース

面積 8,217.60 630.80 128.40 1,440.37 762.11 828.60 0.00 12,007.88 5,181.35 0.00 17,189.23

割合 47.81% 3.67% 0.75% 8.38% 4.43% 4.82% 0.00% 69.86% 30.14% 0.00% 100.00%

面積 10,007.60 757.50 446.70 1,024.70 506.90 1,229.70 600.00 14,573.10 7,847.05 855.00 23,275.15

割合 43.00% 3.25% 1.92% 4.40% 2.18% 5.28% 2.58% 62.61% 33.71% 3.67% 100.00%

面積 7,737.30 757.50 446.70 1,024.70 506.90 1,229.70 740.00 12,442.80 6,699.97 855.00 19,997.77

割合 38.69% 3.79% 2.23% 5.12% 2.53% 6.15% 3.70% 62.22% 33.50% 4.28% 100.00%

新庁舎規模検討図 [別資料]  　グラフ配色

①小計
合　　　計

（①+②+③）

執務環境等調査結果

（余白率71％）

計　　画　　案

（余白率65％）

現　　庁　　舎

(徳山保健センターを除く)

各スペース面積表 

余白率を使用したレイアウト図 
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各配置計画案比較表（空間構成、概算事業費） 

本構想の記載内容 Ａ案 Ｂ案 Ｃ案 Ｄ案 

仮庁舎への移転が必要な建物・棟 北別館・西別館 北別館・西別館 東本館・北別館・西別館 北別館・西別館 

No 項目 備考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

    

 

 

 

 

 

   

延べ面積 20,000 ㎡ 延べ面積 20,000 ㎡ 延べ面積 20,000 ㎡ 延べ面積 20,000 ㎡ 

来庁者用駐車場 172 台 

公用車用駐車場 133 台 

来庁者用駐車場 174 台 

公用車用駐車場 126 台 

来庁者用駐車場 174 台 

公用車用駐車場 125 台 

来庁者用駐車場 174 台 

公用車用駐車場 125 台 

7-1 概算事業費 

 

 
 

総事業費 

 

9,302,000 

 

千円(税込) 

 

9,548,000 

 

千円(税込) 

 

9,266,000 

 

千円(税込) 

 

10,536,000 

 

千円(税込) 

 

新庁舎建設費 

その他工事費 

その他経費 

 

7,917,000 

614,000 

771,000 

 

Ｂ案の 0.97 倍 

 

 

 

8,162,000 

615,000 

771,000 

 

積上げによる大概算 

 

7,836,000 

606,000 

824,000 

 

Ｂ案の 0.96 倍 

 

9,141,000 

625,000 

770,000 

 

Ｂ案の 1.12 倍 

 

備考 地下駐車場又は立体駐車場を設ける場合は、当該工事費を別途加算する必要あり 

7-２ 工期    TOTAL 33 ヶ月 

新庁舎利用開始まで 27 ヶ月（基準） 

 TOTAL 36 ヶ月 

新庁舎利用開始まで 27 ヶ月（±0 ヶ月） 

 TOTAL 35 ヶ月 

新庁舎利用開始まで 29 ヶ月（+2 ヶ月） 

 TOTAL 34 ヶ月 

新庁舎利用開始まで 28 ヶ月（+1 ヶ月） 

                                        

 

先行解体 2ヶ月  

新築工事 24 ヶ月  

引越し 1ヶ月  

解体工事 4ヶ月  

駐車場整備 2ヶ月  

先行解体 2ヶ月  

新築工事 24 ヶ月  

引越し 1ヶ月  

解体工事 4ヶ月  

駐車場整備 2ヶ月  

新築工事 24 ヶ月  

引越し 1ヶ月  

解体工事 4ヶ月  

駐車場整備 2ヶ月  

先行解体 2ヶ月  

新築工事 25 ヶ月  

引越し 1ヶ月  

解体工事 4ヶ月  

駐車場整備 2ヶ月  二期工事 5ヶ月  

本館・西本館以外 

解体 4ヶ月  

※仮庁舎に要する費用を含まず。 

－ ４ － 

内
訳 







 

 

建物の維持管理費    ⇒ ３７，８０８千円／年の削減 

職員の庁舎間移動コスト ⇒ １８，５９３千円／年の削減 

合    計   ⇒ ５６，４０１千円／年の削減 

 

 

 

現在の維持管理費 平成２１年度～２３年度の平均

本庁舎 徳山港町庁舎 徳山港町分庁舎 新南陽庁舎 教育庁舎 上下水道局庁舎 徳山保健センター

17,461㎡ 10,970㎡ 1,519㎡ 355㎡ 790㎡ 723㎡ 2,732㎡ 372㎡

Ｂ

134,338千円 94,623千円 7,974千円 1,047千円 5,280千円 5,027千円 17,437千円 2,950千円

新庁舎建設後の維持管理費 先進地庁舎の維持管理費を基に推計

徳山保健センター

20,372㎡ 372㎡

Ａ

96,530千円 2,950千円

増減額　Ａ－Ｂ

△37,808千円

維持管理費削減額内訳

本庁（消防除く）
全体

本庁（消防除く）
全体

新庁舎

20,000㎡

93,580千円

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年間の移動コスト　 Ｈ２５年１月の実績に基づき推計

本庁舎 徳山港町庁舎 新南陽庁舎 徳山港町分庁舎 中心市街地整備課 徳山保健センター 教育委員会庁舎 上下水道局庁舎

本庁舎 1,910千円 2,690千円 622千円 1,403千円 762千円 1,183千円 349千円

徳山港町庁舎 1,909千円 193千円 74千円 50千円 36千円 54千円 69千円

新南陽庁舎 2,713千円 120千円 62千円 0千円 0千円 127千円 205千円

徳山港町分庁舎 622千円 74千円 62千円 0千円 43千円 329千円 0千円

中心市街地整備課 1,403千円 50千円 0千円 0千円 0千円 13千円 0千円

徳山保健センター 762千円 36千円 0千円 43千円 0千円 42千円 0千円

教育委員会庁舎 1,181千円 63千円 119千円 329千円 13千円 42千円 6千円

上下水道局庁舎 343千円 73千円 172千円 0千円 0千円 0千円 6千円

20,360千円

内訳 徳山保健センター関連 1,767千円

その他 18,593千円

着

発

職員の庁舎間移動コスト削減額内訳

 

新庁舎建設に伴うランニング・コスト削減額の推計 

 
 

【試算の前提条件】 

① 徳山港町庁舎の執務室は活用せず新庁舎に集約 

② 徳山保健センターには現在のまま、健康増進課、地域医療課の執務室を配置 

【削減額の試算】 

1,767千円（新庁舎建設後）― 20,360千円（現在）＝ △18,593千円 

－ ７ － 


